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　１点も放射性物質が検出されな
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｢いわき地方の農林畜産物
モニタリング調査結果｣に
ついて
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　福島県が行ったいわき地方の１１月の農
林畜産物のモニタリング調査の結果をお知
らせします。
　調査は２３品目９４点行い、放射性物質
の検出限界値以下が１７品目７８点、暫定
規制値内で検出されたもの６品目１６点、
規制値を超えたものはありませんでした。
　放射性物質が検出されなかった農林畜産
物は、トマト（施設）やミツバ（施設）、
ブロッコリー、豚肉、原乳などで、一方規
制値内で検出されたものは、果物のミカン
とユズ、原木しいたけ、穀類の小豆と大
豆、牛肉の６品目１６点です。
　一方、１２月１９日現在、いわき地方産
の農林畜産物で出荷が規制されているの
は、栽培きのこの原木なめこ（露地栽培）
や野生きのこです。
　調査結果は、福島県のホームページ「ふ
くしま 新発売。」農林水産物モニタリング
情報で簡単に検索できますので、結果を確
認し、納得のうえ是非いわき市産の農産物
を御賞味ください。
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　１２月６日（火）、県文化センターにお
いて、市町村・ＪＡ・土地改良区・森林組
合担当者など約１３０名が出席して「農林
地等除染基本方針説明会」が県農林水産部
農林地等除染対策推進チームの主催により
開催されました。
　説明会では、県が策定した「福島県農林
地等除染基本方針」についての説明が行わ
れました。これは、市町村が除染実施計画
を策定するにあたっての目安となるもので
す。
　基本方針として、農用地については、除
染することにより農畜産物や牧草のモニタ
リング等において放射性セシウムが検出さ
れないことを目指しており、具体的な除染
方法として、水田・畑地、牧草地において
は、放射性物質の吸着資材を施用しての反
転耕（土の表面と下の層を入れ替える耕し
方）や深耕、樹園地においては、果樹の樹
皮の剥ぎ取りのほか高圧洗浄機による樹皮
の洗浄等を実施することとしています。
　また、森林については、追加被ばく線量
が年間１mＳv（空間線量率０．２３μＳｖ
/h）以下になることを目指し、除染につい
ては、住居等近隣の森林を最優先とし、林
縁から２０ｍ程度の範囲で落葉等の除去を
中心に行うこととしています。
　参加者からは、「人員の確保のための仕
組みを検討してほしい」「費用はどこまで
負担してもらえるのか」などの質問があ
り、これに対して除染計画策定などを支援
するとともに必要な費用はすべて措置する
方針であることが説明されました。
　今後、県では、除染の実効性を高めるた
め、「反転耕」等の実演会や研修会を予定
しています。
　加えて、除染技術の開発については国等
と連携して研究を進めるとともに、実証試
験結果等を踏まえ、必要に応じて本方針へ
の追加を検討していくこととしています。
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「農林地等除染基本方
針」説明会が開催されま
した。
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 （放射線と農業に関する講演会の様子）

放射線と農業に関する講
演会を開催

明を行い、営農活動としての放射線対策へ
の理解促進と制度の周知を図りました。
　本講演会の開催により、今後、国や中央
農業総合研究センターが進めている放射線
対策や東京大学で解明中である農業と放射
線の関係が明らかとなり、県の行っている
試験研究や現場との連携が必要であること
が認識されました。

いわきの農産物「直売所
と生産施設めぐり」を実
施
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　１２月１６日（金）、いわき市草木台の
農産物直売所ほかにおいて、いわき農林事
務所主催によるいわきの農産物「直売所と
生産施設めぐり」事業を実施しました。
　この事業は、東日本大震災及び原子力発
電所事故により避難を余儀なくされた双葉
郡の避難者と最寄りの直売所、農産物の生
産施設を結ぶものです。今回は広野町の避
難所を対象にして行い、１０名の参加があ
りました。
　始めに訪れた直売所では、各自念入りに
品定めを行い、新鮮な野菜や加工品を購入
していました。

　次に四倉町の生産施設とまとランドいわ
きでは、トマトやパプリカの栽培方法や生

米の放射性物質の緊急
調査（旧川前村）を実施

（直売所で農産物の品定めの様子）

１１月２２日（火）、福島市旧小国村で
生産された米から食品衛生法の暫定規制値
を超える放射性セシウムが検出されたこと
を受け、いわき市旧川前村についても米の
状況を把握するため緊急調査を実施しまし
た。
調査に当たっては、いわき市農業協同組

合及びいわき市の協力を得て、米を出荷す
る生産農家一戸当たり原則１検体以上、生
産者の米５０袋（３０kg/袋）に１検体の割
合で分析検査を行いました。
いわき農林事務所では、１１月２９日か

ら１２月８日にかけて最終的に１２８戸の
農家、２６６検体を対象に簡易測定器（検
出限界値：６０Bq/kg（ＮａＩシンチレー
ションスペクトロメータ））で測定を行い
ました。
その結果、全ての検体が、測定機器の検

出限界値未満であることがわかり、旧川前
村の米の安全性が確認されました。
今後は、９月から１０月に行われた米の

放射性物質調査（早期出荷米、予備調査、
本調査）で少しでも放射性物質が検出され
た全ての地域において全戸調査を実施し、
米についての安全性を確認することとして
います。

　１１月２７日（日）、いわき市農業協同
組合本店において、認定農業者など約１０
０名の参加により、「平成２３年度 放射線
と農業に関する講演会」を開催しました。
　講演会では、独立行政法人農業・食品産
業技術総合研究機構　中央農業総合研究セ
ンター　木村武氏より「農研機構が取り組
んでいる農地土壌の放射線対策技術につい
て」及び、東京大学大学院農学生命科学研
究科　田野井慶太朗氏より「放射線と植物
について」と題して講演をいただきまし
た。
　参加者から多くの質問が出され、放射線
と農業の関係や今後の対策等について理解
を深めていました。
　また、いわき農林事務所より、これまで
の農産物や農地土壌のモニタリング調査の
状況、農業者戸別所得補償制度について説



　

（田んぼの学校の発表会の様子）

 　

（２年連続
市長賞を受賞した
㈲平園芸のシクラメン）

㈲平園芸が鉢花品評会で
「いわき市長賞」を２年
連続で受賞

　１１月２９日（火）、いわき市中央卸売
市場において、「第１４回いわき市中央卸
売市場花き部鉢花品評会」が株式会社いわ
き中央生花といわき花き鉢物研究会の共催
により開催されました。
　この品評会は、鉢花の一層の需要拡大と
生産振興を図ることを目的として毎年開催
されており、県内をはじめ栃木、茨城等の
近県からシクラメン、ポインセチアなど１
０８点が出品されました。
　審査の結果、福島県知事賞には有限会社
佐藤園芸(須賀川市)のシクラメン(シュト
ラウス６号鉢)、いわき市長賞には有限会
社平園芸(いわき市)のシクラメン(オレン
ジフリンジ６号鉢)が選定されました。有
限会社平園芸は２年連続の受賞です。

　今年は、東日本大震災により鉢物生産施
設の破損や流失等に加え、東京電力福島第
一原子力発電所事故による風評被害や腐葉
土の利用制限など様々な問題が発生し、困
難な状況の中で生産されたにも拘わらず、

　１１月１９日（土）、いわき市立夏井小
学校と連携した「田んぼの学校」で、今年
の活動の締めくくりとなる「収穫祭（発表
会）」を開催しました。
　毎年、「収穫祭」は授業参観日に行って
おり、５年生は田んぼの学校の成果発表を
行いました。
　児童たちは父兄を前にこの１年間で行っ
てきた活動を振り返り、学習したことを班
ごとに発表しました。劇を交えての発表や
クイズ方式の発表もあり、ユーモアあふれ
るものとなりました。
　今年、夏井小学校の学習田では、１２０
kgのもち米を収穫しました。収穫した米
は、放射性物質を測定し、暫定規制値以下
であることを確認のうえ、授業参観終了後
行われたＰＴＡバザーに出品され、多くの
人が児童たちが作ったお米を買い求めてい
ました。

  この「直売所と生産施設めぐり」によ
り、消費者と生産者との交流による絆づく
りが図られるとともに、風評被害払拭のた
めの安全・安心の取組みについて理解を深
めていただくことができました。
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田んぼの学校「収穫祭
（発表会）｣を実施

（生産施設とまとランドいわきでトマト
の収穫体験の様子）

産品の出荷に関する安全・安心確保のため
の取組みなどについて、担当者の説明を熱
心に聞くとともに多くの質問を行っていた
ほか、収穫体験では、取り立てのトマトを
その場で試食し、その甘さに驚いていまし
た。最後は１１月１６日に再開したいわ
き・ら・ら・ミュウを訪れ、多くの魚介類
や海産物などを購入していました。
　参加者は、それぞれ各施設において抱え
きれないほどの農林水産物などを見たり、
購入したりして皆満足した様子でした。



（鉢花品評会の審査の様子） 　

    （木工クラフに挑戦している様子）

　１２月１０日（土）、いわき市四倉町八
茎地内において、広域農道いわき地区の第
５号橋梁の上部工（橋桁）架設工事が実施
されました。
　この工事では、前日までにトラックで搬
入した工場製作の鉄製橋桁を組み立てて、
長さ約３０ｍ、重量約１２ｔの主桁４本と
横桁を設置します。
　この主桁などを架設するため、２００ｔ
吊りのトラッククレーンを使って橋桁の架
設が開始されました。大きな構造物が空中
をゆっくりと移動する姿は、まさに迫力満
点です。
　施行業者の綿密な施工前の準備により、
予定した終了時間前までに全ての架設を無
事に終了することができました。
　架設後は、車両が走行するための路面や
付帯設備の工事を行い、３月までに終了す
る予定です。
　この橋梁の前後を含めた区間の供用開始
については数年先となる見込みですが、本
広域農道は、「いわき地域」の農業復興の
ため、流通において大きな役割を担うこと
が期待されます。
　いわき農林事務所では、着実に整備の進
捗を図っていくこととしています。

　１２月６日（火）、いわき市立貝泊中学
校において、同校１、２年生４名を対象と
して木工クラフトの出前講座を開催しまし
た。
　今回の出前講座は、身近な自然の素材を
利用した作品づくりを通して地域の森林の
利活用を目的として実施しました。
　最初にいわき農林事務所の樋田主査が講
師を務め、福島県やいわき市の森林の状
況、森林の持つ多面的機能（生物多様性保
全機能、地球環境保全機能、土砂災害防止
機能、水源かん養機能等）について、クイ
ズなどを交えながら説明を行い、生徒たち
に理解を深めてもらいました。
　説明後は、それぞれで集めてきた木材や
枝のほか松ぼっくりなどを材料に動物など
を作りました。
　はじめは材料をどのように組み合わせて
作品にしていくか戸惑っていた様子でした
が、先生方との会話やアドバイスなどによ
りどの生徒も個性的な作品を仕上げ、木を
使ったものづくりを楽しんでいました。
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広域農道いわき地区で橋
梁架設工事を実施

出品された鉢花は、いずれも例年より花揃
いが良好で、葉の乱れも少なく、葉組（中
心部に花を咲かせるための葉の組み替え）
など丹念に手が加えられたことがうかがわ
れ、鉢物生産者の復旧・復興への意気込み
が感じられる品評会となりました。

貝泊中学校で「木工クラ
フト出前講座」を実施

　（桁の架設工事の様子）
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 「東日本大震災」及び｢原発事故｣からの復興のために！

　がんばっぺ“ふくしま!!”がんばっぺよ“いわき!!”

　
                  ○ ふくしまの最新情報を「ふくしま　新発売。」に掲載して
　　　　　　　　   いますのでどうぞご利用ください。
   　　　　　　　　　http://www.new.fukushima.jp/index.html

 　　　　　　　　   １　「がんばろう ふくしま応援店！」一覧

  　　　　　　　　  ２　イベント情報

  　　　　　　　　  ３　農林水産物モニタリング情報
     　　　　　　　  　(1)モニタリング情報検索
 
                       (2)出荷制限等一覧表

◎　皆様からのご意見・情報をお待ちしております。

福島県いわき農林事務所 企画部 地域農林企画課
  　〒970-8026　福島県いわき市平字梅本１５番地
                    　　（県いわき合同庁舎 ３階）
         TEL (0246)24-6152  FAX (0246)24-6196
  U  R  L　http://www.pref.fukushima.jp/norin-iwaki/
  E- Mail  iwaki.nourin@pref.fukushima.jp




